
マ
キ
l
l
マシ

ご
年
九
周
二
十
日
六
十
四
践
を
以
て
残
し
た
。

マ
キ
ノ
ナ

9
ザ
ネ
牧
野
成
質
初
訴
は
成
仁
、

後
仁
芋
を
避
け
て
成
貨
と
殴
め
た
。
字
は
養
讃
。
彦

根
侠
に
仕
へ
、
隊
二
百
五
十
石
を
受
け
、
使
番
を
職

と
し
た
が
、
延
質
問
年
事
に
凶
っ
て
滞
士
放
十
人
の

闘
を
去
っ
た
時
、
成
貨
も
之
と
行
動
を
共
に
し
た
。

成
質
乃
ち
京
に
出
で
ふ
山
崎
閥
矯
に
感
ん
だ
が
、
悶

粛
の
紳
澄
に
赴
く
に
及
ん
で
之
に
従
は
ず
、
天
和
中

金
搾
に
来
往
し
て
大
に
理
原
を
唱
道
し
た
。
務
老
村

井
親
長
之
を
附
愈
し
、
宅
一
一
陣
を
分
か
っ
て
安
蕗
せ

し
め
た
。
成
貨
の
こ
L
に
在
る
こ
と
十
七
年
、
そ
の

閑
mm
黒
氏
を
群
し
、
元
隊
十
年
彦
根
侠
の
召
に
臨
じ

て
邸
り
、
一
件
び
牧
野
左
平
次
に
復
し
た
。

マ
キ
ノ
ヒ
デ
ト
ラ
牧
野
秀
虎
泊
稿
典
左
衛
門
。

秀
成
の
祖
父
は
佐
野
小
八
郎
と
い
ひ
、
そ
の
裂
は
清

泰
院
夫
人
の
乳
母
で
あ
っ
た
。
小
八
郎
の
子
県
左
衛

門
水
戸
侯
に
仕
ヘ
、
そ
の
子
が
奥
左
衛
門
秀
虎
で
、

前
回
綱
紀
か
ら
三
百
石
を
以
て
召
抱
へ
ら
れ
、
貸
永

一
一
年
に
夜
し
た
。
秀
成
の
孫
金
臓
良
・
越
、
安
永
年
間

開
門
中
に
病
死
し
て
家
断
絶
し
た
。

マ
キ
パ
ナ
牧
鼻
路
島
郡
能
殺
島
な
る
曲
部
wm

の
.
西
北
方
に
あ
る
仰
。

マ
キ
ヤ
ホ
シ
チ
牧
八
百
七
前

m治
備
の
御
居

間
方
御
歩
か
ら
新
番
に
上
。
、
箆
政
十
三
年
新
知
百

石
を
得
、
組
外
に
列
し
、
文
化
二
年
九
用
サ
二
日
夜
。

子
孫
相
繕
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

マ
キ
ヤ
マ
牧
山
河
北
部
井
上
庄
に
闘
す
る
部

務。
マ
キ
ヤ
マ
牧
山

m
羽
咋
郡
仰
木
の
内
の
小
手
。

マ
キ
ヤ
マ
牧
山
鳳
至
郡
櫛
父
の
部
訴
か
ら
西

方
に
在
る
山
。
高
さ
三
三
六
米
。

・
マ
キ
ヤ
マ
牧
山
鹿
島
郡
雨
三
郷
に
回
附
す
る
部

務
。
明
治
中
に
室
。
小
栗
に
併
合
し
た
。

マ
ギ
ラ
開
明

J
マ
ア
キ
ラ
閲
明
。

マ
グ
ラ
ジ
ン
ジ
ヤ
馬
緩
締
結
鳳
至
郡
三
回
ハ
今

山
悶
)
に
在
っ
た
が
、
明
治
四
十
年
山
田
郷
跡
祉
と

改
稿
し
た
。
式
内
等
笛
枇
記
に
、
『
馬
桜
耐
位
。
山
田

郷
三
町
村
銀
座
。
都
=
馬
鞍
明
神
↓
萄
枇
也
。
』
と
あ

る。
マ
ゲ
シ
バ
ラ

る
部
務
。

マ
ザ
カ
ゲ
正
景

と
切
る
。
慶
長
頃
。

マ
ザ
ギ
ミ
幾
君
前
回
綱
紀
の
第
六
女
。
初
名

直
郷
。
元
隊
六
年
十
周
十
九
日
金
探
に
生
ま
れ
、
十

一
年
二
係
官
忠
と
締
を
約
し
、
正
徳
二
年
七
局
サ
六

日
入
典
。
官
邸
の
母
は
嬢
元
天
皇
の
皇
女
で
、
直
郷

そ
の
綿
子
と
な
り
、
策
君
の
穏
を
許
さ
れ
、
名
を
利

子
と
改
め
た
。
亭
保
五
年
綱
紀
の
入
絡
し
た
の
は
、

践
に
之
を
訪
ふ
将
純
で
あ
っ
た
。
後
元
文
元
年
八
用
品
川

七
日
祭
君
は
政
所
宣
下
を
得
て
従
三
位
に
叙
し
、
寛

延
元
年
十
二
局
六
日
五
十
六
畿
を
以
て
誕
じ
た
。
法

脱
務
提
院
政
所
管
原
氏
律
儀
。
策
君
に
二
女
が
あ
り
、

そ
の
長
反
君
は
正
徳
三
年
六
周
三
日
に
生
ま
れ
て
有

栖
川
蛾
仁
親
王
の
妃
と
な
り
、
次
の
永
君
は
間
五
年

八
用
廿
四
日
に
生
ま
れ
て
綾
町
天
皇
の
女
御
と
な

り
、
後
楼
町
天
単
一
一
を
生
み
奉
り
、
桃
悶
天
皇
を
益
子

と
し
給
ひ
、
桃
闘
天
皇
即
位
の
後
隼
ん
で
皇
太
后
と

し
、
背
紛
門
院
と
務
し
奉
っ
た
。

マ
サ
キ
ヨ
正
清
加
賀
の
万
工
。
加
州
住
藤
原

正
消
と
切
る
。
天
文
頃
。

マ
サ
タ
=
正
園
加
賀
の
刀
工
。
五
代
吉
郎
凶

卒
の
門
人
。
逝
稽
押
水
茜
践
。
加
州
金
棒
住
藤
原
正

岡
陸
路
元
年
八
刃
吉
日
叉
は
明
治
元
年
霜
用
日
な
ど

と
切
る
。
夜
年
不
祥
。

マ
サ
ゴ
鍵
砂
山
ナ

曲
子
原

河
北
郡
五
ケ
庄
に
臨
す

加
賀
の
万
工
。
土
佐
守
正
景

江
沼
郡
九
谷
村
の
一
酪

で
あ
る
が
、
大
塑
寺
務
で
は
一
村
の
取
扱
を
し
て
ゐ

た
o
笈
憩
紀
聞
に
、
こ
の
村
は
越
前
越
智
山
の
鑓
か

ら
国
会
助
兵
衛
と
い
ふ
者
が
来
往
し
た
に
初
る
と
あ

る
。
提
砂
は
現
に
濁
主
の
部
訴
と
す
る
が
、
そ
の
内

に
ロ
提
砂
と
奥
田
県
砂
と
が
あ
る
。

マ
ザ
ゴ
ザ
カ
民
砂
坂
白
山
御
前
岳
の
頂
上
に

近
い
畜
生
谷
の
腕
滋
を
登
り
艶
く
す
時
は
、
石
磁
穏

語
た
る
坂
路
が
あ
り
、
そ
れ
を
員
砂
阪
と
名
づ
け
る
。

越
前
名
践
考
に
、
『
是
〈
畜
生
坂
〉
よ
り
一
里
の
閲
極
め

て
践
し
。
員
砂
坂
と
い
ふ
。
樫
現
の
御
花
畠
と
て
、

色
々
の
草
花
あ
り
。
』
と
記
す
る
。

マ
ザ
ゴ
ヤ
マ
毘
砂
山
石
川
郡
大
野
の
西
北
に

あ
っ
た
と
い
ひ
、
佐
良
級
と
も
、
一
に
竿
の
林
と
も

名
づ
け
た
。
往
時
大
野
渡
跡
祉
即
ち
佐
良
紙
明
紳
が

こ
与
に
あ
っ
た
。

マ
サ
シ
ゲ
正
霊
加
賀
の
万
工
。
古
万
期
で
は

正
重
と
切
り
、
元
錨
頃
。
新
万
期
で
は
加
州
住
藤
原

正
重
と
切
り
、
年
代
不
詳
。

マ
サ
ト
モ
正
友
羽
咋
郡
押
水
中
庄
に
臨
す
る

部
帯
。マ
ザ
ハ
ル
ヨ
へ
イ
ダ
ン
政
審
古
兵
畿
六
加
。

関
屋
政
春
著
。
著
者
が
初
め
織
田
河
内
守
に
仕
へ
た

頃
か
ら
、
天
正
以
降
武
功
を
顕
し
た
古
老
に
聞
き
得

た
る
諸
合
戟
の
読
話
を
、
延
貸
元
年
か
ら
七
年
に
か

け
て
斡
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
替
に
は
事
保
廿

一
年
有
海
武
貞
の
醤
潟
し
た
も
の
が
あ
り
、
叉
別
に

武
貞
の
抄
出
し
た
古
兵
談
抜
翠
二
縞
が
あ
っ
て
、
互

に
出
入
が
あ
る
。

マ
サ
ム
ネ
ナ
シ
モ
ノ
正
宗
綿
子
物
元
隊
中
の

産
物
書
上
鳳
至
郡
の
う
ち
に
、
『
皆
居
村
、
正
宗
な
し

物
、
四
周
五
周
仕
候
。
』
と
見
え
、
叉
賓
暦
十
四
年
の

調
書
に
は
、
『
皆
居
村
、
せ
わ
た
・
ま
さ
む
ね
盤
か
ら

カ
ヂ
キ

一
宮
島
三
u
』
と
記
す
る
。
ま
さ
む
ね
は
、
芭
蕉
底
魚
の
異

七
七
二

名
な
る
べ
く
、
な
し
物
と
は
魚
類
の
内
臓
全
部
を
誼

演
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
納
子
物
の
文
字
は
、
安
永

頃
の
油
田
記
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

マ
ザ
ム
ネ
ヤ
シ
キ
正
宗
屋
頭
金
津
今
の
上
胡

桃
町
に
在
っ
て
、
延
鈍
闘
に
古
禅
盟
左
衛
門
と
記
す

る
。
そ
の
子
孫
又
右
衛
門
の
時
、
何
人
と
も
知
れ
ず

袋
入
の
万
を
取
次
の
者
に
県
へ
去
っ
た
が
、
万
商
人

な
ど
の
持
来
っ
た
も
の
と
思
う
て
捨
て
置
い
た
。
然

る
に
常
時
域
内
に
正
宗
の
万
紛
失
の
事
が
あ
っ
た
の

で
、
調
べ
て
見
る
と
正
に
叉
右
衛
門
の
預
り
置
い
た

も
の
で
あ
っ
た
。
叉
右
衛
門
に
曲
事
は
な
か
っ
た
が
、

厨
方
を
怠
っ
た
等
不
念
の
服
に
よ
っ
て
知
行
を
波
枕

せ
ら
れ
、
邸
地
は
明
屋
般
に
な
っ
て
居
り
、
人
之
を

正
宗
屋
敷
と
唱
ヘ
組
関
と
し
て
忌
ん
だ
。

マ
シ
マ
間
島
臨
軍
部
藤
被
の
内
の
小
字
。
文

郎
二
年
の
諸
橋
六
郷
目
録
に
『
馬
島
、
回
数
臨
時
町
四

段
』
と
あ
っ
て
、
諸
橋
・
阿
曾
良
・
腿
強
・
古
君
・
宇
出

様
と
路
隠
す
る
大
村
で
あ
っ
た
が
、
今
は
際
彼
の
散

村
と
な
っ
て
ゐ
る
。

マ
シ
マ
馬
島

4
マ
シ
マ
閥
均
。

マ
ジ
マ
ケ
ン
キ
チ
馬
島
健
吉
大
型
寺
務
の
人
。

安
政
六
年
大
坂
の
緒
方
洪
庖
の
門
に
入
っ
て
関
駅
を

習
ひ
、
後
金
津
・
江
戸
及
び
長
崎
に
祭
び
、
明
治
元
年

務
費
の
補
助
に
よ
っ
て
欧
洲
に
航
し
、
四
年
蹄
朝
し

て
金
津
留
県
館
の
教
師
と
な
り
、
爾
後
藤
の
館
務
に

従
ひ
、
十
五
年
鴎
郷
自
轡
し
、
四
十
三
年
七
月
夜
、

享
年
六
十
九
。

マ
夕
日
ザ
キ
ま
じ
り
ざ
き
一
加
。
題
鐙
に
四

季
類
題
と
冠
し
、
ま
ぢ
h
y
ざ
き
と
文
字
を
謀
っ
て
ゐ

る
。
諜
柳
舎
車
大
の
箸
で
九
四
季
草
木
の
み
の
護
勾

を
類
題
別
に
し
た
も
の
。
文
化
ニ
乙
丑
一
一
一
用
事
濯
の

序
。
文
化
二
年
仲
夏
蒼
此
の
肢
が
あ
る
、
京
勝
悶
喜

右
衛
門
・
勝
回
議
助
板
。
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